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岡山理科大学・倉敷芸術科学大学・千葉科学大学・岡山理科大学専門学校・玉野総合医療専門学校・岡山理科大学附属高等学校・岡山理科大学附属中学校

　地域社会の発

展と学術の振興

などでの協力を

図る包括連携協

定が、３月18日、

瀬戸内市と学校

法人加計学園の

間で結ばれまし

た。

　同市には、「林

原自然科学博物

館」が所有して

いる恐竜などの

化石を保管して

いる施設があり

ます。岡山理科

大学は、来年４

月、恐竜化石の発掘や分析手法を

学ぶ「恐竜・古生物学コース」を

生物地球学部に新設する予定で、

貴重な教材として活用することに

なっています。

　協定は、地域づくり・まちづく

りの推進▽観光や産業など地域経

済の発展▽教育・文化・スポーツ

▽自然環境の保全、などとなって

おり、協定の期間は来年 3月末ま

で。１年ごとに更新することにな

っています。

　学園で行われました調印式 =写

真＝では、武久顕也市長が「まち

づくりへ英知をお借りして、とも

に発展したい」と述べ、加計孝太

郎理事長も「岡山発の、世界に負

けない共同研究を行っていきたい」

と期待を示しました。

　

　

　岡山理科大学は、「林原自然科学

博物館」が所有する恐竜などの化

石標本の一部を教材として貸し出

しを受け、研究や教育に利用する

協定を、２月８日に同社と結びま

した。生物地球学部生物地球学科

の新しい「恐竜・古生物学コース」

開設に合わせて、研究室も増やし、

研究を進めていくことになってい

ます。

　恐竜の発掘・研究の専門コース

は国内の大学では初めて。

　林原自然科学博物館には、モン

ゴルなどで発掘の恐竜化石など約

１万点が保管されています。

　４月４日、倉敷芸術科学

大学の付属施設「ヘルスピ

ア倉敷」で、2010年にノー

ベル化学賞を受賞された鈴

木章先生（本学特別栄誉教

授）の記念講演会が開催さ

れました =写真。鈴木先生

のノーベル化学賞受賞を顕

彰、倉敷芸科大生命科学科

の萬代教授を中心に構成さ

れている「鈴木章記念ケミ

ストリーネットワーク」の

主催によるものです。

　講演会には、SSH認定校

の倉敷天城、玉島、金光学園、

清心女子などの中学・高校

生や一般の方々 250名あまり

が来場、熱心に聴講されま

した。講演後の質疑応答で

は、生徒らの活発な質問に

鈴木先生は丁寧に回答、科

学と鈴木先生を身近に感じ

ていただける講演会となり

ました。

　「鈴木章記念ケミストリー

ネットワーク」主催の講演

会は今後も開催を予定して

います。科学に興味をお持

ちの方は、ぜひご参加くだ

さい。

　４月３日、前日の雨もあがりソメ

イヨシノが満開の中、入学式が挙

行されました=写真。学部の入学生

は1544名となり昨年と同様1500名

を超えました。

　本年は昨年の２倍近い保護者の

皆様に出席をいただき資料数に不

足が出てしまいました。

　入学式の翌日から急に学内はに

ぎやかになりました。1249名が卒

業して大学院生を含めた1670名が

入学してきたからでもありますが、

サークルの勧誘活動も盛んで叫び

声が飛び交っています。新入生は

目指す建物がどこにあるかわから

ず、まごまごして混雑していました。

ごそごそ　ざわざわ　なんだか楽

しい雰囲気です。  

　大学入学で、新しい世界が始まり

ます。ここまでで、人生の５分の１

が経過したに過ぎません。大学の

４年間でどれくらい伸びることが

できるか、どんな部分を伸ばすこ

とができるかで、大きく人生は変

わってしまうかもしれません。

　まずは興味のある事に注目して

みてください。

　興味を持って自学するなかで教

えられて得ることとは違う理解・

発見があるはずです。その中で、

苦手科目をあらためて勉強する必

要性も見えるかもしれません。他

人とのつきあい方を学ぶのも大学

時代の大切な事です。他人の心を

読み取り、自分の心を理解するこ

とが大切です。自分を守ることは

大変です。素直に伝われば、心は

軽くなります。

　納得できる４年間になることを

祈ります。  　　（学長室通信より）

　大山、中の原銀嶺、奥大山（以上

鳥取）、蒜山高原（岡山）、ツネイン

しまなみビレッジ（広島）の５会場

で、学科ごとに分かれての新入生

一泊研修が４月５～７日、行われ

ました。

　自己紹介やカリキュラムの説明、

時間割りの作成指導のほか、趣向

を凝らしたレクリエーションなど

があり、新入生たちの親睦が図ら

れました。

　写真は、奥大山班です。昨年と

同様、季節はずれの大雪に見舞わ

れれましたが、楽しく、有意義な

研修でした。

　陶芸家でもある児島塊太郎倉敷

芸術科学大学教授が、自らの作域

を大別、10分野ごとに10点を集め

た「十種十作展」を、３月末に天満屋

岡山店５階美術画廊・ギャラリー

で開きました=写真。

　壺、花器、花生、台鉢、板皿、鉢、

うつわ（食器）、茶陶、香炉、陶画

の10種で、昨年から新たに取りか

かっているものだといいいます。

児島教授は、「自分の可能性への挑

戦」と話されていました。
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　第49回卒業証書授与式が３月１

日、体育館で挙行されました=写真。

　最初にアーチェリーで活躍した大

饗悠一郎君が聖火点灯。各科・コー

ス代表10名が登壇し宮垣嘉也校長

より卒業証書が手渡されました。

　「自分で判断し行動でき、善悪の

区別ができる大人に成長していると

確信しています」と校長は祝辞。「楽

しかったことは漠然と淡く、苦しか

ったことは鮮明に記憶されると言い

ますが、いかがでしょうか？」と

高校生活を振り返り、「高校の卒業

は一つのゴールですが次のステッ

プでもあります。自ら進んで努力

することを忘れないでほしい。皆

さんの活躍と幸福をお祈りします」

とくくりました。

　式後、教室でホームルーム。涙

あり笑顔あり、感謝の言葉も飛び

交い、最後の思い出を作っていま

した。

　通信制課程Ⅲ期卒業式が３月24

日、理大ホールで挙行され=写真、

平日・日曜コースの74名が「高校

卒業」という大きな目標を達成。

宮垣嘉也校長が、壇上で、卒業生

一人ひとりに卒業証書を手渡しま

した。

　「学ぶことは宝です。長い人生の

中で学んできたことはきっと役に

立ちます」「ゆっくり行くものは遠 くまで行けます。健康をお祈りし

ます」と校長が式辞。後援会の村

井さんからも「新しい世界で自分

を磨き、強くなってください」と

温かい言葉がありました。

　「周りの方々が励ましてくださっ

たお陰で、生徒会活動や部活動に

頑張れました。『つらいことがある

のが学校』という意識が変わりま

した。出会いの大切さを知り、心

の豊かさを学びました」と卒業生

代表の長谷川翔太君は、先生方に

深々と頭を下げました。涙と感謝、

希望あふれる卒業式となりました。

　３月16日に義務教育修了式が行

われました=写真。また、中学から

高校へ変わり、15歳の節目に併せ

て立志式も行いました。

　「一隅を照らす、これすなわち国

宝なり」思いやりを大切に、「去稚

心」甘えを捨て、「振気」精神を振

るい立たせ、「立志」志を立てて、「勉

学」学につとめ、「択交友」良い仲

間を作り学んで欲しい、と位田隆

久校長から激励がありました。

　その後、生徒一人ひとりが、立

志の手紙を書き保護者へ手渡しま

した。この決意を胸に更なる躍進

が期待されています。

　終了後、生徒会が主催する未来

咲の会で、在校生からの合唱や３

年間の思い出の映像などが流され

笑いと感動に会場が包まれました。

　機械科３年の津山宥輝君 =写真
＝が３月、難関資格の「機械保全

技能士２級」に
合格。快挙を成
し遂げました。
　機械保全技能
士は、工場の設
備機械の故障や

劣化を予防し、機械の正常な運転
を維持し保全する能力を持つもの

を認定する国家資格。昨秋、３級に
仲間７人と共に合格した津山君は、
更なる上をめざして一人でチャレン
ジし、合格しました。
　「難しいと覚悟して試験に臨んだ
はず。やればできる、と本人も我々
も勉強させてもらいました。」と機
械科の坂口先生。

　桜の花びらが舞う４月９日、第52

回入学式が挙行され、400名を超え

る新入生を迎えました=写真。

　朝９時過ぎ、真新しい制服

を着た新入生やスーツ姿の保

護者が次々と来場。会場前で

記念撮影などをして着席しま

したが、開式前に吹奏楽部に

よる学園歌と校歌の演奏が始

まると一気に静まりかえりま

した。

　体育館に開式の言葉が流れ、

まず校長が入学を許可しました。

　加計孝太郎理事長から「本学園

７設置校の中で一番歴史ある学校

です。同じ学園で学ぶ者同士、切

磋琢磨してください。そして夢の

実現のために勉学に勤しんでくだ

さい」と式辞。

　宮垣校長は、「第１に勉強をする

こと。真剣に取り組んだ事実は大

切な土台になる。第２に大人にな

る境目を迎えるにあたり、楽しく

ないことを我慢してやる。そして

第３に自分の好きなことを楽しく

やる。スポーツや音楽、読書を楽

しんでやってほしい」という言葉

を送りました。

　式後は担任が教室へ案内しオリ

エンテーション。教務や高校生活、

行事などの説明があり、高校生活

がスタートしました。

　通信制課程の平成25年度Ⅰ期入

学式が4月14日、理大ホールで挙

行され、平日コースと日曜コース

合わせて61名の新入生を迎えまし

た=写真。生徒会の生徒たちが笑顔

で受付。新入生と保護者は緊張し

ながら席へ案内されました。

　宮垣嘉也校長が、様々な過程を

経て入学してきた新入生へ「入学

許可」、続いて「色々な学ぶ道があ

りますが、歩む方法は一つです。

自分で考え、自分で書き、自分の

口で表現する。力の差があるにせ

よ、学んだことはすべての人に平

等で尊く価値あるものです」と式

辞を述べ、「そのためにも粘り強い

努力と忍耐が必要です。人間的に

大きく成長されることを祈ります」

と檄（げき）を飛ばしました。

　「入学式は、良かったこと嬉しか

ったことは残しておいて、辛かっ

たこと、悲しかったことはリセッ

トする時です」と来賓の方からも

応援の言葉。

　オリエンテーションで先生方が

担当教科や部活動を紹介、新入生

は新しい一歩を踏み出しました。

　４月９日に入学式が行われ、真

新しい制服を着て凜とした、爽やか

な新入生が入学してきました=写真。

　位田隆久校長は「北海道大学で

教鞭を執られたクラーク博士は『少

年よ　大志を抱け』という言葉を

残されました。しかしその大志は、

『お金や地位、私利私欲のためであ

ってはならない』と続けられてい

ます。新入生の皆さん、大きな夢を、

大志を抱きましょう」と声を掛け

られました。

　在校生からは「たくさんの学校

行事があります。一緒に楽しんで

いきましょう」とあいさつがあり

ました。

　あどけない表情の残る１年生。

これから多くのことを学んでいき

ましょう。

　４月11日、第23回入学式が行わ

れ、13府県から集まった 91名が、

全寮制である吉備高原学園高等学

校の新たな一員となりました=写

真。

　新入生代表宣誓では、海野詩乃

さんが「３年後、大きく成長した

自分に出会えるよう精いっぱい努

力します」と力強く述べました。

　新入生の皆さん、自然に恵まれ

た吉備高原学園高等学校で伸び伸

びと高校生活を送ってください。

夢抱いて、元気に巣立って 卒業式・修了式 希望に胸をふくらませて
岡山理科大学附属高等学校 「歴史ある学校、切磋琢磨を」岡山理科大学附属高等学校 「善悪の区別できる大人に」

岡山理科大学附属中学校 「大きな夢、大志を抱こう」
岡山理科大学附属中学校 「一隅を照らす…国宝なり」

吉備高原学園高等学校 「３年後、成長した自分に…」

通信制課程 「学びは尊く、価値がある」

通信制課程 「出会いの大切さを知った」

岡山理科大学附属高等学校
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